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一般廃棄物処理基本計画概要 

 

１．基本方針 

 ①市民、事業者、市が一体となってごみを出さない社会への転換 

 ②ごみの中から資源を生み出し環境にやさしいまちづくり 

 ③ルールとマナーがつくる美しく快適なまちづくり 

 ④将来の環境を考えた環境負荷の少ない適正な処理 

２．数値目標 

 （１）減量化目標 

   ○１７年度実績より約１０％の削減 

 平成 17 年度 平成 33 年度 減量化目標 

一人一日当り収集ごみ量 653.7ｇ/人・日 588.3g/人・日 65.4ｇ/人・日 約 10％ 

一日当り直接搬入ごみ量 16.9ｔ/日 15.2ｔ/日 1.7ｔ/日 約 10％ 
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（２）再資源化目標 

   資源回収量原単位を 17 年度実績より約２６％増加 

   再生利用量を約２６％増加させ、約６％の再生利用率を向上させる。 

 平成 17 年度 平成 33 年度 再資源化目標 

一人一日当り資源回収量 約 155ｇ/人・日 約 196ｇ/人・日 約 41ｇ/人・日 約 26％増 

再 生 利 用 量 4,601ｔ/年 5,655ｔ/年 1,054ｔ/年 約 23％増 

再 生 利 用 率 約 16％ 約 22％ ― 約 6％増 
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３．ごみ処理量 

 

  17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

人 口 人 78,282 78,484 78,825 79,324 79,704 

収集ごみ ｔ/年 18,678 18,812 18,528 18,161 16,492 

直接ごみ ｔ/年 6,153 6,373 6,174 5,910 5,728 

集団回収 ｔ/年 3,027 2,902 2,845 2,654 2,453 

拠点回収 ｔ/年 48 109 53 54 53 

計 ｔ/年 27,906 28,196 27,600 26,779 24,726 

原単位 ｇ/人・日 977 984 959 925 850 
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４．将来の分別区分 

  基本的には現状とし、必要が生じた場合は、分別区分の変更等も検討する。 

分別区分「減量のしおり」参照 

 

５．適正処理に係る基本事項 

 ①収集運搬計画 

「一般廃棄物処理実施計画」参照 

  ②中間処理・最終処分 

乙訓環境衛生組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


